
CLUB & CIRCLEPick up
部活・サークル活動、
自治会活動など、多彩な団体の中から
今回は4団体をご紹介します。

滋賀大学陵水新聞会
陵水新聞会では主に、本学で起こったことを毎月取り上げる『滋
賀大学陵水新聞』と、さまざまなサークル・部活動やキャンパスの
情報をまとめた不定期のミニ新聞『りょうすい』の発行をしていま
す。その他、地域の方と協力して記事を書いたり、本学での学生生
活をSNSで発信したりといったことも定期的に行っています。
大学の情報をまとめることのほかに、さまざまな紙面企画を行う
ことも活動の一つです。企画は部員の「やりたい」「おもしろそう」
から始まり、キャッチーで読みやすいものを心がけています。現在
は学生や彦根のおすすめスポットを紹介するコーナーや、各部員
が未経験のことにチャレンジする企画などを取り扱っています。
陵水新聞会の新聞は、取材に応じてくださる人がいてはじめて完
成します。会外の人とのつながりが必要不可欠な活動ばかりです。
支えてくださるみなさんに感謝を忘れず、これからも多様な取材を
行い、誰かの興味や関心につながるポジティブな記事を作成して
いきたいと思います。

こちらで記事が読めます
●毎月発行『滋賀大学陵水新聞』
●不定期発行のミニ新聞はTwitterで閲覧可能です
　（Twitterアカウント　@ryousuipress）
●滋賀大学陵水新聞、ミニ新聞は
　Facebook（右下のQR）で閲覧可能です

学祭運動会で親睦を深めました

過去の秋の学園祭の様子

工夫をこらして
春と秋の学園祭を盛り上げる

彦根キャンパスの“今”を
キャッチーに伝える

▲ ▲

彦根キャンパス

学園祭実行委員会
学園祭がより良いものになるように、さまざまな活動をしています。
ミニゲームの作成、チラシやパンフレットの作成、スポンサー集めな
どの活動を行っています。また、学園祭実行委員会の運動会などを
開催して、学園祭実行委員の親睦を深めたりしています。6月26日
には春の学園祭を開催しました。準備や当日運営を手伝ってくだ
さった方々、ありがとうございます。春の学園祭は、約3年ぶりの開
催となったため、過去に学園祭を運営したことのある人がほとんど
おらず、準備の段階でさまざまな問題がありましたが、みんなで協
力し合い、たくさんの方々に来てもらい、すばらしいものになりまし
た。秋の学園祭は11月12日（土）・13日（日）の2日間開催することに
決まりました！ 春の学園祭の成功点、反省点を活かして、秋の学園
祭は、さらにパワーアップした姿を見せられるように一生懸命頑張
りますので、ご協力よろしくお願いします。また、ぜひ当日参加して、
皆さんで楽しい学園祭にしましょう！

▲ ▲

大津キャンパス

漕艇部
漕艇部では、現在選手24名、舵手4名、スタッフ９名の計37名で
活動しており、監督やOBコーチ、外部コーチをはじめとする沢山
の方々のご指導、ご支援のもと、学生が主体となり日々の練習に
取り組んでいます。部の目標としては、１年間の集大成でもある、
全日本大学選手権（インカレ）優勝。個人の勝利というだけでなく、
チームとして部員が一丸となって、意見を交換し合い、お互いに競
争し合うことで、部としてのレベルアップを図っています。昨年は
女子ペア種目でインカレ3位という快挙を成し遂げ、これに続きさ
らに高みをめざし、日々努力しています。
私たちの部の強みは、やはり琵琶湖で漕ぐことができること。これ
も琵琶湖のすぐ近くにキャンパスがある滋賀大ならではです。広大
な水の上で風を切って進んでいくのはとても気持ちがいいです！ 
ボートはほとんどが大学からの初心者。部員みんな仲が良く和気
あいあいとしているので少しでもボートが気になったら気軽に遊
びに来てください！

琵琶湖で練習ができるのは漕艇部の自慢の一つ

今シーズンの成績

4月 第7回西日本選手権　女子ペア2位

5月 第73回朝日レガッタ　男子舵手付きフォア3位

7月 関西選手権競漕大会　男子舵手付きフォア優勝／女子ペア3位

9月 全日本大学選手権大会（インカレ）　
 男子舵手付きフォア C決勝2位／女子シングル C決勝2位

イベントを開催しサークルメンバー、留学生との親睦を深めます

活動について
●滋賀大学（大津・彦根）に来た留学生と交流会
●5月に歓迎会を兼ねた京都・嵐山の散策を実施
●外部の団体「就活ルーム tugumi」のイベント参加（小籠包づくり）
●11月の学園祭参加、ハロウィンパーティーなどのイベントを予定

異文化交流の輪を学外にも拡大関西選手権で男女ともに入賞！

▲ ▲

彦根キャンパス

さまざまなイベントを開催したり、外部のイベントに参加させて
いただくことで、滋賀大学の留学生の皆さんを中心に交流の輪を
広めていくことを目的に活動しています。普段は週に１回のミー
ティングと、月に１回程度のイベントを実施しています。今後は、
彦根キャンパスや他大学ともつながっていくことをめざすととも
に、留学生が「滋賀大学に来て良かった」と思える思い出作りを
行っていきます。留学生はもちろん、他大学や他の団体の方とも
交流する機会があり、国や大学を超えた交友の幅を広げられるこ
とが大きな魅力の一つです。サークルをきっかけとして、留学生や
さまざまな方と仲良くなり、異文化を知る楽しさや日本の文化を
伝える楽しさを実感することができます。部員が希望するイベント
を中心に企画を行うことも多いので、遊びだけではなく、ちょっと
した講演会など、自身の興味を深めることもできます。また、基本
的にイベントやミーティングの参加は自由なので、兼部などもし
やすいです。

▲ ▲

大津キャンパス

国際交流サークル（CIS）

竹村彰通学長へのインタビューの様子（上）
『滋賀大学陵水新聞』制作は部員で手分けをして進めます（右）

滋賀大学陵水新聞
Facebook
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